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〇Papyrus (Blair Griffin)

パ ピ ル ス papyrus L . ) はマダガスカル、

イスラエルそしてァフリカ大陸を原産地とする抽水植物 

で、ナイル川上流の、世界でもっとも広い湿原（約36,700 

平方マイルの広さで一般にS u d dと呼ばれている）の 

主要な構成種となっている。流れの遅い河川や湖沼の
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